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取組内容

　計画とおり，１年に１基の設置を行っている。

３ ６

主な取組 ③消防水利の整備拡充

主な取組 ②防災設備の整備・充実

取組内容

　被災者生活支援システムからの，り災証明発行を行います。
関係各課へ，システム利用環境の整備計画を行い順次整備を行っていきます。
県主催によるシステム担当者説明会及び実地研修へ参加しシステム使用の理解を深
めスキルアップに努めました。
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施策の方向

○災害の種類に応じた指定避難所及び指定緊急避難場所の整備を推進します。

主な取組 ①指定緊急避難場所の拡充

取組内容

　平成２９年３月に民間福祉施設を災害時に避難所として利用できるよう，町内の
施設（５施設）との協定を締結しました。今後，災害時利用する際の課題や問題を
洗い出し，避難所としての開設を目標とします。

令和２年度施策評価シート　（評価対象年度　令和元年度）

施策名 【１４】防災施設の整備充実 評価番号 1-5-14

基本計画
基本方針 【１】安全で人にやさしい快適なまちづくり

基本施策 【５】防災対策の充実

　担当課（係） 総務課 消防交通係

　担当課（係）
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今
後
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　災害時の整備を整えるため，民間福祉施設との災害時の動きについて詳細をつめていく必
要があります。被災者生活支援システムの運用には，各課担当の理解とスキルアップが必要
となってくると考えます。

円

進
捗
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況

現
状
分
析

　防災設備の充実化として，民間福祉施設との協議の調整を行って
います。また被災者生活支援システムの導入により，災害時のり災
証明や各種被災者支援が一元管理できるようになりました。しかし
ながら，システムを効率よく稼働させるための人員が不足している
状況です。
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区分 平成２９年度（実績） 平成３０年度（実績） 令和元年度（実績）

財
源
内
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円

一般財源

事業費　計 1,677,164 円 3,555,632 円 2,513,376

2,513,376 円

円

受益者負担金 円 円

その他 円 円

1,677,164 円 1,955,632 円

６

国支出金 円

円

地方債 円 1,600,000 円

円 円

県支出金 円 円 円
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事業名 評価 事業名 評価

１ 消防水利の整備拡充 現状維持 ４

２ ５

３

順調

概ね順調

やや遅れている

遅れている


